


横浜港 南本牧ふ頭地区
〔岸壁（－１６ｍ）（耐震）（ＭＣ－３）〕

平成２４年度事業費：約３８億円

増大するコンテナ貨物量やコンテナ船の大型化に対応するため平成２６年度供用
を目指し、 南本牧ふ頭で３つ目となる我が国最大級である水深１６ｍの岸壁を有す
るＭＣ－３岸壁（耐震）の整備を進めています。
平成２４年度は、岸壁本体の上部工等の工事を行います。

横浜港

ＭＣ－３（整備中）

南本牧ふ頭南本牧ふ頭

岸壁（－１６ｍ）岸壁（ ）
（耐震）
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横浜港 本牧ふ頭地区
〔岸壁（－１６ｍ）（耐震）（ＨＤ－４，５）〕

平成２４年度事業費：約７２億円

本牧ふ頭は、 横浜港で最初のコンテナふ頭で、 全体のコンテナ取扱量の約 ６ 割
を取扱う我が国でも枢要のコンテナふ頭です。 Ｄ突堤は供用開始から４ ０ 年近く経
過しており、 コンテナ貨物需要の増大及びコンテナ船の大型化に対応するため、施
設の再整備を順次実施しています。 また、 大規模地震発生時の幹線貨物の輸送
拠点としての物流機能を維持するため、ターミナルの耐震改良を行います。
平成２４年度は 以下の工事を行います平成２４年度は、以下の工事を行います。
HD-4：既存岸壁撤去、地盤改良、鋼板セル及びアークの製作・打設等
HD-5：浚渫（増深改良）

横浜港

本牧ふ頭

大黒ふ頭

本牧ふ頭Ｄ突堤本牧ふ頭Ｄ突堤

HD５ HD４

南本牧ふ頭

施

本牧ふ頭ＢＣ突堤本牧ふ頭ＢＣ突堤

岸壁（－１６ｍ）
（耐震）

施設概要
岸壁（－１３ｍ）改良【D１～３】

４００ｍ
整備期間 平成１７～２１年度
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横浜港 南本牧～本牧ふ頭地区
〔南本牧ふ頭～本牧地区臨港道路整備〕

平成２４年度事業費：約１８億円

南本牧ふ頭は、横浜港のコンテナ取扱量の約３割を占める重要なふ頭です。 本事
業は、 今後、①コンテナ取扱の主力となる南本牧ふ頭と本牧ふ頭を臨港道路で連絡

することで大黒ふ頭とも国道３５７号線で結びふ頭間のコンテナ輸送効率化を図ると
ともに ②南本牧ふ頭と背後の高速道路ネットワークを直結することにより、横浜港の
集荷環境を強化します。
平成２４年度は 橋梁部の仮設桟橋・桟台の築造 橋梁下部工等の工事を行いま平成２４年度は、橋梁部の仮設桟橋 桟台の築造、橋梁下部工等の工事を行いま

す。

横浜港
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南本牧ふ頭
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施設概要

整備予定区間

施設概要

臨港道路 ※車線幅１４ｍ×延長４，４５４
ｍ
整備箇所 川崎港 東扇島～水江町地区
整備期間 平成２１～２８年度

南本牧ふ頭地区南本牧ふ頭地区
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川崎港 東扇島地区
〔東扇島～水江町地区臨港道路整備〕

平成２４年度事業費：約１８億円

川崎港東扇島地区は、川崎港で陸揚げされる貨物のみならず、京浜３港の連携の
中で東京港・横浜港利用の貨物の物流基地としての役割も果たしています。 今後、

東扇島の物流機能の高度化によりますます物流拠点としての役割が増すため、東扇
島と背後を結ぶ交通体系の強化を図るとともに、 東扇島地区のアクセス道路のリダ
ンダンシー確保を図ります。
平成２４年度は、詳細設計、 用地補償等を行います。
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